
見える！ 動く！ 創り出す！

本会議等は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程など変更
になる場合がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。
変更になった場合は、国立市議会ホームページでお知らせしますのでご確認ください。!
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議会ӡӦ
ҕ員会

本会議
ॳ　日

本会議
୅ද࣭໰

本会議
ऴ日࠷

本会議　 一般࣭໰

ʢఱߖ஀ੜ日ʣ

ৗ೚ҕ員会

༧算ಛผҕ員会

陳情第16号▶▶▶3面に結果
再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書を国会・政府に提出することを
求める陳情が賛成多数で採択されました。

第77号議案▶▶▶2面に詳細
特別支援学級運営整備事業費、キャッシュレス決済事業費、新型コロナウイルスワクチン
３回目接種事業費等を含む、令和3年度国立市一般会計補正予算（第6号）案が賛成多数で
可決されました。

第83号議案▶▶▶2面に詳細
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給
付金給付事業費等を含む、令和3年度一般会計補正予算（第8号）案が賛成多数で可決
されました。

今 の ト ッピ ク ス号
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初日の締切:2月15日㈫　最終日の締切:3月15日㈫手話通訳の
申込締切 ※ 本会議の初日と最終日に、手話通訳者を配置して

います。手話通訳を希望される方は、右のＱＲ
コードより、国立市議会ホームページ「令和4年
第1回定例会の手話通訳の申し込みについて」を
ご覧ください。

請願・陳情
の提出締切 2月15日㈫正午までに議会事務局へご持参ください。

クニタチッタ

第69号議案▶▶▶3面に結果
国立市しょうがいしゃ施策推進協議会条例案が賛成多数で可決されました。

意見交換会の報告▶▶▶8面に詳細
市内の団体等とオンライン及び対面で意見交換会を行いました。

本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞ、ご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

議員提出第18号議案▶▶▶3面に結果
沖縄県知事の設計変更「不承認」を受けて、変更箇所以外も含む辺野古新基地工事の中
止を求める意見書案が賛成多数で可決されました。

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

第1回定例会の日程（予定）

令和3年9月30日・10月1日・4日・5日に
決算特別委員会を開催しました（4面・5面に詳細）
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。 国立市議会 検索

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
の
減
額
補

正
の
内
容
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

聖
火
リ
レ
ー
は
中
止
し
た
。

市
内
の
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

上
の
フ
ラ
ッ
ク
装
飾
等
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
採
火
式
を

行
っ
た
。

Ｑ
八
小
特
別
支
援
学
級
の
間

仕
切
り
設
置
の
目
的
は
何
か
。

Ａ
児
童
数
増
に
伴
い
、
音
漏

れ
低
減
や
落
ち
着
い
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
今
回
の

設
置
を
判
断
し
た
。

Ｑ
消
防
委
託
事
務
費
６
千
400

万
円
増
額
の
要
因
は
。

Ａ
令
和
２
年
度
国
勢
調
査
に

基
づ
い
た
人
口
増
が
負
担
額

算
出
に
反
映
さ
れ
た
た
め
。

Ｑ
図
書
館
の
電
子
書
籍
を
増

や
す
こ
と
で
、
紙
の
資
料
が

減
る
こ
と
は
な
い
か
。

Ａ
こ
の
補
正
で
、
500
～
600
冊

程
度
の
新
刊
、
名
著
や
全
集

な
ど
、
８
千
冊
程
度
の
閲
覧

が
可
能
。
規
模
は
十
分
で
あ

り
、
今
後
も
紙
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
維
持
し
て
い
く
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
女
性
相
談
や
一
時
保

護
の
対
応
数
の
増
加
に
象
徴

さ
れ
る
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
課

題
に
丁
寧
に
対
応
し
た
証
と

言
え
る
予
算
案
で
あ
る
。

賛
成　
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
外
部
監
査
等
に
変
更

を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
対
応
な
ど
で
見
送

り
と
し
た
点
を
理
解
す
る
。

賛
成　
ふ
る
さ
と
納
税
が
税

金
を
使
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
変
質
し

て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。

賛
成　
郵
便
投
票
利
用
に
お

け
る
要
介
護
区
分
の
規
制
を

大
い
に
緩
和
し
、
投
票
権
の

保
障
の
実
現
を
要
望
す
る
。

賛
成　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
実
現
に
向
け
、
余
裕
あ
る

回
線
の
容
量
と
速
度
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

反
対　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
馴
染
む
教

育
と
と
も
に
子
ど
も
の
健
康

を
守
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

他
委
員
会
所
管
で
受
け
入
れ

難
い
予
算
が
あ
り
反
対
す
る
。

建
設
環
境
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
八
王
子
道
の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

工
事
の

延
期
の
要
因
は
。

Ａ
既
存
埋
設
管
が
現
状
設
計

で
は
安
全
性
に
問
題
が
あ
り
、

予
定
工
法
を
変
更
し
設
計
の

修
正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

Ｑ
国
立
駅
周
辺
道
路
整
備
で

の
電
線
共
同
溝
の
設
置
に
つ

い
て
、
地
元
業
者
も
参
加
の

機
会
は
あ
る
の
か
。

Ａ
令
和
３
年
度
か
ら
設
計
監

督
業
務
は
都
に
委
託
し
、
発

注
は
市
が
行
っ
た
。
今
後
も

一
般
土
木
工
事
と
し
て
発
注

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
第

２
弾
も
事
業
者
が
１
者
の
み

だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
選
択
肢
の
中
で
参
加
店
舗

数
、
事
業
費
、
喚
起
さ
れ
る

個
人
消
費
等
を
勘
案
す
る
と
、

Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が
圧
倒
的
に

効
果
が
高
か
っ
た
た
め
。

Ｑ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

利
用
に
は
、
人
権
と
い
う
視

点
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

Ａ
【
市
長
】
メ
リ
ッ
ト
を
確

保
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
本

質
的
な
視
点
へ
の
検
討
を
続

け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
で
き
な
い
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

賛
成　
市
の
都
市
基
盤
整
備

や
市
民
の
健
康
と
生
活
に
供

す
る
大
切
な
項
目
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。

賛
成　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
事
業
は
、
他
市
か
ら
の
集

客
効
果
も
大
き
く
、
個
店
の

売
り
上
げ
増
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

賛
成　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

が
大
き
な
恩
恵
が
受
け
る
こ

と
に
疑
問
が
あ
る
が
、
市
内

商
工
業
の
発
展
と
消
費
者
の

た
め
に
な
る
と
考
え
る
。

反
対　
独
占
的
な
商
業
経
営

策
に
税
金
が
使
わ
れ
続
け
る

点
に
は
問
題
が
あ
る
。
他
委

員
会
所
管
で
認
め
が
た
い
予

算
が
あ
り
反
対
す
る
。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
設
置

事
業
補
助
金
で
認
め
ら
れ
る

の
は
何
か
。

Ａ
運
搬
用
の
車
両
、
業
務
用

の
冷
凍
冷
蔵
庫
、
折
り
畳
み

式
の
コ
ン
テ
ナ
な
ど
が
対
象

で
あ
る
。

Ｑ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
自

立
相
談
支
援
窓
口
に
つ
な
ぐ

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
紹

介
す
る
際
に
、
ふ
く
ふ
く
窓

口
の
紹
介
状
を
出
し
た
り
し

て
、
対
象
者
の
把
握
を
す
る
。

Ｑ
児
童
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム

維
持
管
理
費
は
、
児
童
手
当

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
必
要

な
シ
ス
テ
ム
改
修
だ
が
、
そ

の
概
要
は
。

Ａ
改
修
の
内
容
は
、
特
例
給

付
の
見
直
し
と
現
況
届
の
見

直
し
で
、
令
和
４
年
度
か
ら

現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
窓
口
に

出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、

負
担
の
軽
減
に
な
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
現
状
で
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
の
は
８
カ
月
間
隔
の
接

種
の
配
分
で
、
ワ
ク
チ
ン
の

配
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
８
カ

月
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
接
種
券
の
送
付
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

Ａ
８
カ
月
経
過
し
た
方
か
ら

順
に
１
週
間
単
位
ご
と
に
届

く
よ
う
送
付
す
る
予
定
で
あ

る
。こん

な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

設
置
事
業
は
、
命
を
つ
な
ぐ

大
切
な
事
業
。
必
要
な
支
援

が
当
事
者
に
届
く
よ
う
支
援

団
体
に
は
適
切
な
補
助
を
し

て
ほ
し
い
。

賛
成　
現
況
届
の
見
直
し
に

よ
り
家
庭
や
窓
口
の
負
担
は

軽
減
さ
れ
る
が
、
対
面
だ
か

ら
こ
そ
気
付
け
た
課
題
が
見

え
に
く
く
な
る
。
そ
れ
を
補

完
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

若
い
世
代
が
使
い
や
す
い
ツ
ー

ル
で
、
家
庭
と
の
つ
な
が
り

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成　
３
回
目
の
接
種
は
前

回
の
課
題
を
踏
ま
え
、
予
約

の
方
法
や
個
別
接
種
で
の
問

題
点
な
ど
を
改
善
し
た
上
で

取
り
組
む
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

賛
成　
今
後
の
事
業
に
つ
な

が
る
よ
う
集
団
接
種
の
体
制

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
ほ
し

い
。

賛
成　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
の
で
、
副
反
応
も
含
め

て
十
分
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
】

Ｑ
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
行
う
の
か
。

Ａ
非
課
税
世
帯
へ
の
通
知
は

２
月
中
旬
の
予
定
で
あ
る
。

確
認
書
の
返
送
な
ど
で
確
認

が
取
れ
次
第
、
口
座
に
振
り

込
み
を
す
る
。

Ｑ
何
名
体
制
で
業
務
を
行
う

の
か
。

Ａ
10
名
程
度
で
行
う
。

Ｑ
非
課
税
世
帯
で
単
身
世
帯

と
家
計
急
変
世
帯
を
ど
の
く

ら
い
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
お
よ
そ
２
千
世
帯
を
想
定

し
て
い
る
。

【
過
誤
納
還
付
金
】

Ｑ
市
税
の
還
付
金
、
過
誤
納

で
還
付
金
が
発
生
し
た
が
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
わ
か
っ

た
の
か
。

Ａ
通
常
の
還
付
事
務
は
、
通

常
申
告
等
が
さ
れ
た
段
階
で

速
や
か
に
行
う
が
、
今
回
の

場
合
、
国
か
ら
都
を
経
由
し

て
基
礎
情
報
が
手
元
に
届
い

た
の
は
６
月
末
で
あ
る
。

Ｑ
前
回
の
補
正
の
際
に
計
上

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
前
回
の
補
正
予
算
の
中
で

年
度
末
ま
で
や
っ
て
い
け
る

と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

今
回
は
国
税
に
対
す
る
取
り

消
し
請
求
訴
訟
が
確
定
し
、

多
大
な
還
付
が
発
生
し
た
。

極
め
て
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
あ

る
。こん

な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
10
万
円
給
付
、

子
ど
も
1
人
に
10
万
円
の
臨

時
特
別
給
付
金
、
こ
れ
は
異

論
が
な
い
。
対
象
か
ら
漏
れ

て
し
ま
っ
た
方
を
ど
う
考
え

る
か
。
首
長
と
し
て
国
に
意

見
を
述
べ
て
ほ
し
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
】

Ｑ
10
万
円
の
一
括
支
給
も
認

め
る
と
の
総
理
大
臣
の
発
言

が
あ
っ
た
が
、
国
立
市
で
は

間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
12
月
22
日
に
最
初
の
５
万

円
を
給
付
す
る
と
い
う
こ
と

で
対
応
し
た
の
で
、
そ
れ
を

受
け
て
、
そ
の
後
の
対
応
は

非
常
に
難
し
か
っ
た
。

Ｑ
就
労
し
て
い
る
17
歳
・
18

歳
位
の
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、

誰
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る

の
か
。

Ａ
制
度
上
、
養
育
者
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
る
と
い
う
前

提
で
あ
る
。

Ｑ
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
世
帯
は
何

も
し
な
け
れ
ば
、
他
市
に
い

る
加
害
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
。
対
策
は
。

Ａ
国
か
ら
、
９
月
30
日
時
点

で
加
害
者
に
児
童
手
当
の
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
被
害

者
が
受
給
申
請
を
し
た
場
合

は
、
被
害
者
が
受
給
資
格
を

有
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
他
市
に
お
い
て
は
、
９
月

以
降
に
離
婚
し
た
家
庭
は
、

養
育
し
て
い
る
側
の
口
座
に

給
付
金
を
振
り
込
む
と
い
う

新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
想
定
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
先
行
給
付
が
終
わ
っ
た
段

階
で
、
個
別
に
対
応
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
高
校
生
相
当
の
み
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
に
対
し
て
、

課
税
情
報
に
基
づ
い
た
該
当

者
の
把
握
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
課
税
情
報
が
確
認
で
き
る

の
で
、
そ
れ
で
対
応
す
る
。

令和3年度一般会計補正予算（第8号）案が賛成多数で可決されました
（子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費等）

第83号
議案

令和3年度一般会計補正予算（第6号）案が賛成多数で可決されました
（特別支援学級運営整備事業費、キャッシュレス決済事業費、新型コロナウイルスワクチン３回目接種事業費等）

第77号
議案
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会派略称
自＝自由民主党（遠藤直弘・青木健（議長）・石井伸之・髙柳貴美代） 風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博） 
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志） 公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ） 
立＝立憲民主党（稗田美菜子）  こ＝こぶしの木（上村和子）  み＝みらいのくにたち（望月健一）  樹＝樹木の会（石塚陽一）  耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
窓
口
に

出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、

負
担
の
軽
減
に
な
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
現
状
で
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
の
は
８
カ
月
間
隔
の
接

種
の
配
分
で
、
ワ
ク
チ
ン
の

配
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
８
カ

月
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
接
種
券
の
送
付
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

Ａ
８
カ
月
経
過
し
た
方
か
ら

順
に
１
週
間
単
位
ご
と
に
届

く
よ
う
送
付
す
る
予
定
で
あ

る
。こん

な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

設
置
事
業
は
、
命
を
つ
な
ぐ

大
切
な
事
業
。
必
要
な
支
援

が
当
事
者
に
届
く
よ
う
支
援

団
体
に
は
適
切
な
補
助
を
し

て
ほ
し
い
。

賛
成　
現
況
届
の
見
直
し
に

よ
り
家
庭
や
窓
口
の
負
担
は

軽
減
さ
れ
る
が
、
対
面
だ
か

ら
こ
そ
気
付
け
た
課
題
が
見

え
に
く
く
な
る
。
そ
れ
を
補

完
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

若
い
世
代
が
使
い
や
す
い
ツ
ー

ル
で
、
家
庭
と
の
つ
な
が
り

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成　
３
回
目
の
接
種
は
前

回
の
課
題
を
踏
ま
え
、
予
約

の
方
法
や
個
別
接
種
で
の
問

題
点
な
ど
を
改
善
し
た
上
で

取
り
組
む
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

賛
成　
今
後
の
事
業
に
つ
な

が
る
よ
う
集
団
接
種
の
体
制

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
ほ
し

い
。

賛
成　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
の
で
、
副
反
応
も
含
め

て
十
分
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

令和3年第4回定例会　令和3（2021）年12月1日～12月21日　各会派の議案等への賛否　　〇：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席 

議案 
番号 件    名 概  　要

会派名（人数は議長を除く数）
議決 
結果自 

3
風 
4
共 
3
公 
3
新 
2
立 
1
こ 
1
み 
1
樹 
1
耕 
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予  　
算

第77号 令和３年度国立市一般会計補正
予算（第6号）案

【補正額:＋8億4,972万9,000円】【補正後総額:342億1,974万1,000円】
【主な内容】新型コロナウイルスワクチン接種事業費、キャッシュレス決済事業費、障害福祉サービス
費等による増額

〇 退 退 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可　決

第78号 令和３年度国立市国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）案

【補正額:＋501万5,000円】【補正後総額:71億2,263万5,000円】
【主な内容】令和２年度負担金及び交付金の確定に伴う国・都支出金等返納金による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第79号 令和3年度国立市介護保険特別
会計補正予算（第2号）案

【補正額:＋7,187万1,000円】【補正後総額:63億4,123万6,000円】
【主な内容】介護給付費等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第80号 令和3年度国立市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第2号）案

【補正額:△122万2,000円】【補正後総額:18億2,043万9,000円】
【主な内容】決算見込みによる減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第81号 令和3年度国立市下水道事業会
計補正予算（第1号）案

【補正額:収益的収入　　　＋1,309万4,000円】【補正後総額:20億569万1,000円】
【補正額:収益的支出　　　＋ 286万1,000円】【補正後総額:18億9,031万円】
【補正額:資本的収入　　　△3,159万3,000円】【補正後総額:18億5,711万4,000円】
【補正額:資本的支出　　　△ 928万1,000円】【補正後総額:23億1,280万4,000円】
【主な内容】固定資産の確定、執行見込み等による

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第82号 令和3年度国立市一般会計補正
予算（第7号）案

【補正額:＋4億8,585万2,000円】【補正後総額:347億559万3,000円】
【主な内容】子育て世帯への臨時特別給付金による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第83号 令和3年度国立市一般会計補正
予算（第8号）案

【補正額:＋17億7,092万3,000円】【補正後総額:364億7,651万6,000円】
【主な内容】住民税非課税世帯等・子育て世帯への臨時特別給付金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 可　決

条  　
例

第69号 国立市しょうがいしゃ施策推進協
議会条例案

しょうがい当事者、医療福祉等に従事する専門家、学識経験者等の幅広い意見を踏まえて、国立市
しょうがいしゃ計画等について審議、評価及び点検を一体的に行うため、国立市しょうがいしゃ施策
推進協議会を設置するため、条例を制定する。

〇 退 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可　決

第70号
職員の勤務時間、休日、休暇等
に関する条例の一部を改正する
条例案

職員の超過勤務等の時間数の上限に関する規定を規則で定められるよう、条例の施行に関し必要な事
項について任命権者への委任規定を設けるため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第71号
国立市会計年度任用職員の報酬、
勤務条件等に関する条例の一部
を改正する条例案

会計年度任用職員が、新型コロナウイルス感染症の患者等に近接して行う作業等に対する報酬の特例
措置を設けるため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

第72号 職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例案

勤務時間の振替等により対応できない場合に限って特別の手当を支給する管理職員特別勤務手当を創
設するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第73号 国立市職員特殊勤務手当支給条
例の一部を改正する条例案

常勤職員が新型コロナウイルス感染症の患者等に近接して行う作業等に対する特殊勤務手当の特例措
置を設けるため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第74号 国立市国民健康保険条例の一部
を改正する条例案

民法の一部改正により、成年となる年齢が引き下げられることに伴い、規定の整理を行うため、条例
の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第75号 国立市下水道条例の一部を改正
する条例案

地方自治法の一部改正により、歳入の納付に係る指定代理納付者制度が指定納付受託者制度へ移行す
ることに伴い、規定の整理を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

人事 第84号 国立市教育委員会委員の任命に伴
う同意について 佐藤　有里氏【任期：令和4（2022）年1月1日～令和7（2025）年12月31日】 無記名投票(投票総数:19票)

同意:16票　不同意:3票(うち白票3票) 同　意

そ 
の 
他

第66号
専決処分事項の報告及び承認に
ついて（国立市の町区域の変更に
ついて）

国立市内の町区域の変更に係る専決処分について、地方自治法第179条第3項の規定により報告し、承認
を求めるもの。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承　認

第67号 立川市道路線の認定の承諾につ
いて

立川市長が国立市の区域を立川市道路線として認定することについて承諾するため、道路法第8条第4
項の規定に基づき、議決を求めるもの。 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第68号
令和2年度市道富士見台第6号線
道路改良工事請負変更契約の締
結について

契約金額を1,219万1,300円増額するため、議決を求めるもの。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第76号
東京都市町村公平委員会を共同
設置する地方公共団体の数の増
加及び東京都市町村公平委員会
共同設置規約の変更について

秋川流域斎場組合を東京都市町村公平委員会に加入させ、及び当該加入に伴い東京都市町村公平委員
会共同設置規約の一部を変更する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

認定
第1号

令和2年度国立市一般会計歳入
歳出決算（継続審査分）

9月議会(第3回定例会)において決算特別委員会へ付託し、閉会中の継続審査としたもの
【4面・5面に詳細を掲載】

〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 認　定

認定
第2号

令和2年度国立市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算（継続審査
分）

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定
第3号

令和2年度国立市介護保険特別
会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定
第4号

令和2年度国立市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算（継続審
査分）

〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認　定

認定
第5号

令和2年度国立市下水道事業会
計決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認　定

第64号
令和2年度国立市下水道事業利
益剰余金の処分について（継続審
査分）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

議　
員　
提　
出　
議　
案

意
見
書
・
規
則

第16号 国立市議会会議規則の一部を改
正する規則案

【提出者:髙柳貴美代議員ほか5名】
請願書の記載事項等について、請願者が署名をした場合、押印を省略できるよう規則の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第17号 再審法（刑事訴訟法の再審規定）
の改正を求める意見書案

【提出者:重松朋宏議員ほか4名】
国会・政府に対して以下の事項を求めます。
1.再審請求人の求めに応じて、検察・警察が有する全ての証拠を開示すること。
2. 再審開始決定に対する検察による不服申立て（上訴）がいたずらに行われることのないように制限を

加えること。
× 〇 〇 × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 可　決

第18号
沖縄県知事の設計変更「不承認」
を受けて、変更箇所以外も含む
辺野古新基地工事の中止を求め
る意見書案

【提出者:小川宏美議員ほか3名】（賛成者3名）
政府に対して以下の事項を求めます。
沖縄県知事の設計変更「不承認」を受けて、変更箇所以外も含む辺野古新基地工事を中止すること。

× 〇 〇 × × 〇 〇 欠 〇 〇 可　決

陳　
　
情

第15号
国立第二小学校改築工事及び複
合施設建設に関する陳情（継続審
査分）

９月議会（第３回定例会）で総務文教委員会へ付託し、閉会中の継続審査とした陳情。 12月21日の最終本会議において、議長が閉会中の継続審査
とすることを諮り、異議なく継続審査となりました。

第16号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）の
改正を求める意見書を国会・政
府に提出することを求める陳情

【提出者:国立市民】
陳情事項
国に対し、以下陳情事項で国立市議会より意見書の提出を求めます。
1.再審請求人の求めに応じて、検察・警察が有するすべての証拠を開示すること。
2. 再審開始決定に対する検察による不服申立て（上訴）がいたずらに行われることのないように制限を加え

ること。

× 〇 〇 × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 採　択

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス
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環境問題に本腰を入れ、事業から取りこぼされる人のいない市政を
社民・ネット・緑と風　4名　不 認 定

　不認定の理由は３点。１）大きな
環境政策がないこと。庁舎電力の
再生可能エネルギー100％導入の
他は、省エネ家電への買い替え促
進補助等で、個人の努力のみに頼
らない施策を打ち出すべきである。
２）まちづくりへの姿勢。南武線
高架化や大型道路の建設等、大き
な計画がある中、市は明確なビジョ
ンを示さず市民参加にも積極的では
ない。市民が合意に至る経過も不
明確。３）ＰＦＩ事業ありきの新
給食センター建設計画。市民や保
護者・子ども達の声を聞かず、運

営では直営より高額になる。理想
的とされる自校式給食の検討もほ
とんどなく、結論ありきで進めた
結果、債務負担行為を次年度当初
予算へ計上し忘れ、違法状態を作
り出した責任は重い。他に意見と
して、●クニビズ。センター長採
用に失敗し、費用716万円を無駄
にした上、責任の所在も不明●未
だ建物内にトイレのない中学校が
あり、生徒に不便と我慢を強いて
いる●パートナーシップ制度の創
設決定、適応指導教室を教育支援
室と名称変更した点は評価する。

▲本会議最終日（令和3年12月21日）の採決の様子。

令和2年度決算に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／認定・不認定は一般会計について】

※ 会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。

開催日：令和3年9月30日・10月１日・4日・5日　委員長：髙柳　貴美代　副委員長：古濱　薫

コロナ禍を乗り越え日常取り戻す市政運営を高く評価
自由民主党　4名　認  定

　令和２年度は新型コロナウイル
ス感染症対応に明け暮れた一年と
なった。市民生活を守り日常を取
り戻すべく、速やかに健康危機管
理対策本部を立ち上げ、職員一丸
となり大変な努力をしていた。決
算収支の指標である経常収支比率
は、令和元年度100.2％が令和２
年度98.3％へと改善された。前年
度収入に対する課税ということか
ら、令和２年度はコロナ禍の影響
による歳入減は顕在化していない
が、コロナ禍の影響は職種によっ
て大きな開きがある。経済産業省

によると、生活娯楽関連サービス
は令和２年１月を100とすると、
同年4～5月は50前後を示し、国
立市内でも飲食店や小売店が閉店
した後に新店舗が入らない状況が
続いている。店舗が閉店しないよ
う事業継続に向けて、給付金や融
資に向けた市の努力を評価する。
コロナ禍で各事業者の苦しい経営
状況を鑑み、個別融資の返済猶予
に向けた働きかけが必要である。
中小零細企業の事業継続に向け、
微に入り細に入りの丁寧かつ適切
な支援に心血を注ぐよう要望する。

市民の命、暮らしを守り誰もが安心して暮らせる市政へ
日本共産党　３名　不 認 定

　新型コロナウイルス感染症の感
染拡大で、医療の崩壊を招かない
ためにも保健所や医療体制の充実、
また、中小事業者への支援や市民
の生活困窮者に対する生活支援を
国や都にもしっかり要望していく
ことが必要。また、固定資産税の
減税補填も国に要望すること。子
ども医療費助成は、多摩格差の是
正と拡充を要望する。保育園の待
機児童は、コロナ禍でも27名存
在する。市長は待機児ゼロを掲げ
ている。実現すべき。
　高齢者の熱中症対策として、コ

ロナ禍で外出自粛のなか、エアコ
ンを使えなかった方が340人もい
た。エアコン設置の補助を行うべ
きである。新学校給食センター建
設は、ハザードマップでは最大浸
水想定３ｍ、この地に公共施設の
給食センターの建設は認められな
い。ＰＦＩ方式は安くはない、見
直しを。富士見台・南部地域のま
ちづくりは、都市計画道路の建設
など開発優先でなく、住環境を大
事にし、市民のコミュニティを重
視して狭

きょう

隘
あい

道路の解消、生活道路
の整備を行うべきである。

令和2年度決算に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／認定・不認定は一般会計について】

※会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。
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令和２年度各会計の決算状況

会計区分 歳　　入 歳　　出
一般会計 39,755,130,803 39,072,218,267

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7,072,813,873 7,020,704,197
介 護 保 険 5,991,502,369 5,777,946,294
後 期 高 齢 者 医 療 1,870,123,366 1,846,645,708
会計区分 収　　益 費　　用

公
営
企
業

会
計

下 水 道
事 業

収益的収支 1,989,099,419 1,958,619,212
収　　入 支　　出

資本的収支 1,486,854,804 1,820,332,578

（単位：円）

国庫支出金
34.44%

都支出金
13.55%

地方消費税
交付金3.94%

衛生費
5.03%

公債費4.13%

消防費2.68%

諸支出金2.43%
議会費0.75%
その他0.86%

市債2.28%

使用料及び手数料
1.69%

諸収入1.15%
繰越金0.92%

繰入金0.74%
財産収入0.42%

その他2.01%

市税
38.86%

民生費
41.80%

総務費
26.90%

土木費
7.78%

教育費
7.63%

歳　入
397億5,513万
803円

歳　出
390億7,221万
8,267円

主 な 質 疑 項 目

令和２年度一般会計歳入歳出決算額構成比 

※端数処理の関係上、構成比合計が
　100％にならない場合があります。

次年度以降の行財政運営の遂行への備えができたと理解
公明党　３名　認  定

　令和２年度の一般会計決算は前
年度を大きく上回る過去最大の決
算額となった。これは、特別定額
給付金や地方創生臨時交付金等に
代表される、国や都を通じての新
型コロナ感染症に係る政策経費の
補助や負担によるところが大きい。
また、国全体の悪化した経済状況
にもかかわらず、市税や地方消費
税交付金の増加に伴う経常的な一
般財源が約５億９千万円の増となっ
た点も確かな要因である。さらに
歳出面では、これまでの市の財政
健全化方策による努力の積み重ね

で、その効果額が約８億７千万円
余りとなり、採れる政策の幅の余
地を広げてきた。他にも、市行政
のコロナ禍における事業の縮小や
延期に対して、市民の皆様の理解
や協力、また、忍耐によって、約
４億２千万円余りの経費が未使用
となった点も忘れてはならない。
　こうした結果は、令和３年度以
降に予測される様々な課題に対し、
市行政が責任をもって機動的に取
り組むことを可能とする財政的な
備えとなると理解した上で是とし、
認定とする。

困難な中でも、子どもが楽しく暮らせる事業を評価する
新しい議会　2名　認  定

　新型コロナウイルスの影響が心
配された令和２年度決算だったが、
給与所得者の増加や住民の増加な
どによって、歳入はわずかに増加
した。市債の償還も順調で、財政
指標に明確な懸念は見られないが、
財政健全化の取り組みは、今後も
しっかりと継続していただきたい。
オンライン会議の増加や紙ごみの
有料化に伴い、ペーパーレス化の
取り組みも進めるべきと考える。
　くにたちクイズスタンプラリー

は、コロナ禍で自宅に籠
こも

る生活を
強いられていた子どもたちの時間
を、健康的で貴重な体験に変えた
特筆すべき事業。子どもの食を支
える「ひとこえプロジェクト」と
ともに、地域や行政とつながり、
楽しく暮らせる基礎を作り上げた。
　庁舎トイレ内の洗面用水栓を自
動化したことは、市民や職員の安
全を守る上で有効だった。国立市
の事業の根幹は、命と暮らしを守
ることであってほしい。

奪われた機会をそのままにしない市政に！
立憲民主党　1名　認  定

　コロナ禍で対応を追われた１年
の決算。定額給付金の給付事業や
コロナ禍で必要とされた中小企業
支援やひとり親支援、子育て支援
等の各種支援や通常通りにはでき
ない事業においても分散開催など

工夫して取り組んだことは高く評
価する。他方で、学年末から新学
期にかけての学校休業など本来あ
るべき機会が奪われた事実もある。
総括を丁寧に行い、予算編成に資
することを強く要望する。

コロナ災害の中、主体的に市民に寄り添い続けた人権行政を評価！
こぶしの木　1名　認  定

　一斉休校中の学童の拡大受け入
れ、ＧＷ、年末年始に市民相談と
生活物資支援の窓口開設、第２波
以降は公民館、図書館等を開館、
自宅療養者への生活物資支援や医
療相談対応、市民主催のコロナ困

りごと相談会への積極的参加、コ
ロナ人権相談の開設等々を評価。
これらは、これまでのソーシャル
インクルージョンの取り組みがあっ
たからできたと評価。新給食セン
ターも、この視点で再度見直せ。

コロナ禍、市民生活・商工業者の生
なり

業
わ い

を守る努力を！
みらいのくにたち　1名　認  定

　全ての決算を認定する。平時で
あれば財政均衡は必要。しかし、
現在はコロナ禍、市民生活、商工
業者の生業が脅かされている。優
先順位をつけ、経済支援と財政均
衡のバランスを考え施策を展開す

べき。個別政策では、①保健衛生
施策②支援が必要な子ども・高齢
者の支援③商工業者・生活困窮者
の支援の３点の充実を求める。コ
ロナ災害に対して何ができるか、
議会と連携しての対策を求める。

コロナ禍でも市民の欲する事業を優先して市民生活に貢献した市政
樹木の会　1名　認  定

　一般会計及び全ての特別会計を
認定。普通交付税不交付団体だが、
経常収支比率は98.3％と改善。新
型コロナウイルス感染症に係る経
費がかさんだが、矢川保育園、国
立駅周辺道路の整備、小中学校の

体育館の空調整備等が終了。会計
年度任用職員制度で人件費が増加。
扶助費の生活保護費や障害者自立
支援給付費、児童手当なども増加。
ＧＩＧＡスクール構想で教育環境
整備も進んだ。

地域を分断する《開発》を中止し いのちをつなぐ市政への転換を！
耕す未来＠くにたち　1名　不 認 定

　永見市長は人口８万人都市をめ
ざして、「分譲・富士見台団地の
高さ規制緩和」や「南武線高架
化」等の開発に舵を切った。直営
の学校給食も手離した。時代の方
向性を見誤っていないか！

　限られた予算の中、住民のつな
がり、健康と安心を優先する施策
にこそ舵を切りたい。
　コロナ禍で評価された「在宅療
養体制」は、今後の超高齢社会に
活かしたい。

社民・ネット・緑と風

・ 「市長にお任せ」で集めた、
ふるさと納税の使い道
・ 非常勤職員と委託業務の
労働者の賃金、待遇改善
・ 中央線高架下駐輪場の利
用状況
・ ＧＩＧＡスクール構想用
タブレット型端末賃借料
・ 教育的観点から見た学校
樹木の伐採費用
・ 中間層減少、格差拡大に
対する市長の考え

日本共産党

・ 新型コロナウイルスの感
染拡大防止対策
・子ども医療助成事業拡充
・生活困窮者自立支援対策
・新給食センター建設計画
・ 富士見台、谷保地域のま
ちづくり
・ 教育費の保護者負担軽減
に係る事業

公明党

・ 新型コロナウイルスのワ
クチン接種に係る事業
・ 特定空き家認定の基準等
に係る空き家対策事業
・ 待機児童対策と保育園の
事業継続
・ 子宮頸

けい

がん予防ワクチン
接種の勧奨
・ あおやぎっこと矢川メル
カード商店街とのコラボ
・ 学校でのオンライン授業
の取り組み

新しい議会

・ 情報発信等広報施策に係
る事業
・ 子どもの居場所づくり事
業補助金に係る事業
・防災対策推進に係る事業
・ 都市景観形成推進に係る
事業

立憲民主党

・ 女性相談事業の自立に向
けた具体的取り組み
・ 自宅待機者等生活支援の
命を守る具体的取り組み

こぶしの木

・コロナ禍の行政運営
・ 男女混合名簿の全校実施
予定

みらいのくにたち

・就学援助制度の申請方法
・離婚後の養育費支援制度

樹木の会

・ 幼稚園等入園準備補助金
の増加
・ 就学困難な児童、生徒の
部活動費の補助

耕す未来＠くにたち

・ まちづくり条例等運営に
係る事業
・ 在宅医療、介護推進事業
の進捗状況
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一  
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員

Q
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仮
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の
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。

A
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小
川 

宏
美  

議
員

Q
児
童
手
当
は
父
１
人
が
働

き
、
母
は
専
業
主
婦
で
子
ど

も
２
人
の
世
帯
が
基
本
。
今

の
家
族
構
成
に
合
っ
て
い
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
境
を
み

て
政
府
が
真
剣
に
子
育
て
世

帯
を
救
う
気
が
あ
っ
た
な
ら
、

選
挙
以
前
に
公
平
な
制
度
に

で
き
た
は
ず
。
そ
れ
を
せ
ず

児
童
手
当
を
基
に
現
金
給
付

を
進
め
た
の
で
、
不
公
平
感

が
噴
出
し
て
い
る
。
国
立
市

と
し
て
、
国
に
制
度
見
直
し

を
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
場
合
に
よ
っ
て
は
、
声
を

上
げ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

Q
新
給
食
セ
ン
タ
ー
が
浸
水

し
た
場
合
の
検
討
は
し
た
か
。

A
地
下
の
み
浸
水
し
た
場
合

は
泥
掃
き
２
～
３
週
間
、
消

毒
２
日
で
費
用
は
20
～
30
万

円
。
調
理
場
が
浸
水
し
た
場

合
も
同
様
の
作
業
で
、
費
用

は
40
～
60
万
円
。
調
理
場
浸

水
に
加
え
て
調
理
機
器
交
換

が
必
要
な
場
合
は
交
換
に
半

年
、
費
用
は
最
大
で
４
億
円
。

Q
災
害
危
険
区
域
を
条
例
化

し
て
建
築
に
関
す
る
制
限
等

を
定
め
て
い
る
他
市
と
比
べ

て
も
、
国
立
市
の
無
作
為
と

無
軌
道
ぶ
り
は
異
常
だ
。
委

員
会
で
求
め
ら
れ
た
各
校
調

理
場
方
式
等
を
視
野
に
入
れ

た
検
討
は
始
め
た
の
か
。

A
庁
内
の
横
断
的
な
検
討
会

で
議
論
を
し
て
い
る
。

他
、
子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

の
状
況
と
相
談
体
制
を
質
問
。

議
員

気
候
危
機
→
今
す
ぐ
行
動
を

学
校
標
準
服
→
選
択
の
自
由
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
重
松　
朋
宏 

議
員

Q
９
月
議
会
で
の
「
気
候
非

常
事
態
」
に
基
づ
く
決
議
を

受
け
、
ど
う
行
動
す
る
か
。

A
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
目
標
を
定
め
、
'50

年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実

現
に
向
け
施
策
を
検
討
す
る
。

Q
環
境
的
に
持
続
可
能
な
交

通
の
実
現
に
向
け
た
施
策
は
。

A
自
家
用
車
の
抑
制
で
公
共

交
通
機
関
へ
の
転
換
を
図
る
。

Q
無
作
為
抽
出
の
「
気
候
市

民
会
議
」
で
検
討
し
て
は
。

A
市
民
参
加
が
カ
ギ
に
な
る

と
考
え
る
。
研
究
し
た
い
。

Q
私
立
や
都
立
に
な
い
、
市

立
小
中
学
校
の
魅
力
は
何
か
。

A
多
様
性
、
き
め
細
か
な
支

援
、
魅
力
あ
る
地
域
学
習
だ
。

Q
中
学
校
標
準
服
の
ス
カ
ー

ト
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
選
択
が
始

ま
っ
た
が
、
校
則
で
男
女
別

に
着
方
を
分
け
て
い
な
い
か
。

A
生
徒
が
理
解
し
や
す
い
よ

う
、
男
女
別
に
示
し
て
い
る
。

Q
標
準
服
と
制
服
の
違
い
は
。

A
実
質
、
制
服
だ
が
、
事
情

が
あ
れ
ば
ジ
ャ
ー
ジ
や
他
の

服
装
も
認
め
て
い
る
。

Q
学
校
の
多
様
性
と
家
庭
の

経
済
性
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、

私
服
と
標
準
服
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
全
校
長
の
共
通
意
見
と
し

て
５
点
確
認
し
、
総
合
的
な

判
断
で
標
準
服
と
し
て
い
る
。

他
、
東
京
都
が
難
色
を
示
す

甲
州
街
道
の
車
線
削
減
を
質

問
。
市
長
と
し
て
動
く
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

国
立
市
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
、

人
を
呼
び
込
み
街
を
潤
す
施
策
を

新
し
い
議
会　
　
石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
旧
国
立
駅
舎
の
西
側
に
建

設
予
定
の
商
業
施
設
に
つ
い

て
、
景
観
へ
の
配
慮
な
ど
を

含
め
、
具
体
的
な
要
望
を
し

て
い
る
の
か
。

A
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
答

申
書
に
基
づ
き
、
ま
ち
な
み

形
成
や
建
物
の
意
匠
及
び
色

彩
、
歩
行
空
間
の
整
備
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

Q
旧
駅
舎
の
前
を
横
切
る
電

線
を
含
め
、
国
立
駅
前
の
無

電
柱
化
が
で
き
な
い
か
。

A
東
第
１
号
線
の
無
電
柱
化

と
あ
わ
せ
て
撤
去
し
た
い
。

Q
国
立
駅
前
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
民
に
検
討
し
て
も
ら

え
る
よ
う
具
体
的
な
叩
き
台

を
示
せ
な
い
か
。

A
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
事
業

者
を
選
定
し
、
イ
ラ
ス
ト
や

イ
メ
ー
ジ
図
を
作
成
す
る
。

Q
（
仮
称
）
矢
川
プ
ラ
ス
に
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
一
緒
に
遊
べ
る
遊
具

を
設
置
で
き
な
い
か
。

A
矢
川
プ
ラ
ス
は
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
の
考
え
方
を
配
慮
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
が
遊

べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
全
国
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ

る
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
活

用
す
る
た
め
に
、
新
た
な
デ

ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

富
士
見
台
や
南
部
地
域
に
作

れ
な
い
か
。

A
令
和
４
年
度
中
に
は
、
新

た
な
デ
ザ
イ
ン
で
南
部
地
域

に
設
置
予
定
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

安
心
を
生
み
出
す
市
政
へ
！

日
本
共
産
党　
　
住
友　
珠
美  

議
員

Q
市
役
所
内
で
は
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
エ
コ
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
市
内
に
広
げ
て
は
ど
う
か
。

A
市
民
に
対
す
る
検
討
は
し

て
い
な
い
が
、
積
極
的
に
環

境
行
動
を
す
る
市
民
を
増
や

す
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

Q
情
報
が
得
づ
ら
い
、
ひ
と

り
親
に
特
化
し
た
ガ
イ
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
て
ほ
し
い
が
ど

う
か
。

A
ひ
と
り
親
支
援
に
特
化
し

た
冊
子
は
な
い
が
、
児
童
扶

養
手
当
対
象
者
に
各
種
制
度

の
一
覧
を
送
っ
て
い
る
。

Q
地
域
支
援
事
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
あ
る
の
か
マ
ッ

プ
を
作
り
、
見
え
る
化
し
て

欲
し
い
が
ど
う
か
。

A
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
資
源
の
一
覧
・
マ
ッ

プ
を
検
討
し
た
い
。

Q
そ
も
そ
も
高
齢
者
が
地
域

で
安
定
的
に
生
活
す
る
に
は
、

施
設
整
備
も
必
要
で
あ
る
が
、

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

A
入
所
・
入
居
施
設
等
の
整

備
計
画
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
現
状
維
持
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
整
備
の
検
討

中
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
は
１
カ
所
の
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
矢
川
上
地
域
の
地
区
計
画

策
定
に
市
民
の
意
見
は
反
映

さ
れ
る
の
か
。

A
今
後
、
検
討
を
進
め
る
中

で
合
意
形
成
を
図
る
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。
一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。

学
校
建
て
替
え
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

こ
ぶ
し
の
木　
　
上
村 

和
子  

議
員

Q
老
朽
化
し
た
学
校
の
建
て

替
え
は
、
30
年
先
を
見
越
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点

が
必
要
。
こ
の
視
点
で
、
二

小
建
て
替
え
に
伴
う
樹
木
の

伐
採
に
つ
い
て
、
校
舎
回
り

を
散
歩
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
歩
道
と
、
可
能
な
限
り
樹

木
を
残
し
た
環
境
保
全
の
融

合
に
向
け
、再
検
討
す
べ
き
。

A
再
度
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
建
て
替
え
校
舎
に
は
、
食

育
と
防
災
の
視
点
で
自
校
分

の
給
食
が
作
れ
る
給
食
室
を

入
れ
て
は
ど
う
か
。

A
自
校
給
食
が
可
能
に
な
る

ほ
ど
の
設
備
投
資
は
難
し
い
。

現
在
、
市
長
部
局
と
協
力
し

て
給
食
を
中
心
と
し
た
食
育

ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
市
役
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

A
市
民
・
議
員
・
職
員
447
名

の
回
答
。
ト
イ
レ
に
関
す
る

要
望
が
一
番
多
い
。
３
月
議

会
に
検
討
結
果
を
報
告
す
る
。

Q
香
害
、
低
周
波
、
化
学
物

質
等
の
新
し
い
公
害
に
当
事

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
本

腰
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

A
個
別
相
談
に
対
応
し
、
十

分
に
研
究
し
た
り
知
見
を
集

め
た
り
し
て
判
断
し
た
い
。

他
、
人
権
教
育
の
推
進
、
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
、
今
年
度
初
め
て

取
り
組
む
「
く
に
た
ち
人
権

月
間
」
へ
の
抱
負
、
老
後
の

あ
り
方
等
を
質
問
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

総
合
評
価
方
式
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
　
遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
対
応
は
。

A
18
歳
以
上
で
2
回
目
の
接

種
後
８
カ
月
経
過
し
た
方
が

対
象
。
１
・
２
回
目
が
済
ん

で
い
な
い
方
へ
も
対
応
す
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
対
策
と

し
て
行
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
事
業
の
結
果
は
。

A
９
月
の
１
カ
月
で
決
済
総

額
が
１
億
８
千
万
円
。
取
扱

店
舗
数
は
534
店
、利
用
が
あ
っ

た
の
は
366
店
。
決
済
利
用
者

は
２
万
人
以
上
で
、
総
決
済

数
は
約
５
万
回
あ
っ
た
。

Q
第
二
小
学
校
の
建
て
替
え

に
際
し
、
出
入
り
口
に
つ
い

て
の
陳
情
が
上
が
っ
て
い
る
。

北
側
の
道
路
の
歩
車
分
離
も

反
対
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
広
く

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

A
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
へ
向
け

た
協
議
を
陳
情
者
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

Q
事
業
発
注
の
総
合
評
価
方

式
を
わ
か
り
や
す
く
、
地
元

事
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
制
度
に
す
る
よ
う

検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
ゼ
ロ
債
務
等
も
含
め
て
協

議
し
、
実
施
で
き
る
件
数
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

事
業
者
に
対
し
て
の
説
明
を

丁
寧
に
行
う
。
制
度
も
３
年

目
と
な
る
の
で
、
項
目
の
設

定
の
見
直
し
も
考
え
た
い
。

他
、
南
武
線
沿
線
ま
ち
づ
く

り
方
針
を
質
問
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
広
く
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
６
波
へ
の
着
実
な
る
備
え
を
！

公
明
党　
　
香
西 

貴
弘  

議
員

Q
約
84
％
と
い
う
高
い
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
の
実
績
と
な
っ

た
。
有
効
性
と
安
全
性
の
点

か
ら
市
は
ど
う
評
価
し
た
か
。

A
延
べ
接
種
回
数
11
万
回
超

で
副
反
応
報
告
は
軽
重
症
あ

せ
て
８
件
。
リ
ス
ク
と
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
観
点
で
は
非
常

に
優
れ
た
効
果
と
評
価
す
る
。

Q
感
染
症
第
６
波
に
向
け
て
、

診
療
で
の
再
診
や
薬
の
処
方

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

対
応
が
可
能
と
な
る
環
境
、

整
備
を
求
め
た
い
が
。

A
実
現
に
課
題
も
あ
る
た
め

検
討
の
上
、
医
師
会
・
薬
剤

師
会
と
の
話
し
合
い
の
機
会

を
捉
え
、
お
願
い
し
て
い
く
。

Q
市
域
で
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
市
民
の
協
力
の
下
で
進

め
る
に
は
、
当
事
者
意
識
、

進
捗
の
視
え
る
化
、
目
標
に

向
か
う
一
体
感
と
い
っ
た
点

を
考
慮
し
て
進
め
る
べ
き
。

A
令
和
４
年
度
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
で
の
可
能

性
調
査
や
従
来
の
効
果
検
証

を
行
っ
て
い
く
。
い
た
だ
い

た
意
見
を
参
考
に
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
考
え
る
。

Q
男
性
が
リ
タ
イ
ア
後
に
、

活
躍
の
舞
台
を
地
域
で
得
て

い
く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な

る
場
作
り
が
で
き
な
い
か
。

A
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

調
査
し
検
討
す
る
。

他
、
谷
保
第
３
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
壁
打
ち
利
用
の
解

放
等
を
質
問
。

ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
は

市
民
参
加
で
！

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
古
濱 

薫  

議
員

Q
子
ど
も
や
保
護
者
が
Ｓ
Ｓ

Ｗ
（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
に
つ
な
が
り
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。

A
学
校
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
必
要
が
あ
る
。
単
に
福
祉

と
連
携
す
る
の
で
は
な
く
、

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

Q
学
校
で
児
童
生
徒
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
・
対
応

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
教
員
の
理
解
の
促
進
の
の

ち
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
新
教
育
長
と
し
て
、
方
針

が
あ
れ
ば
伺
う
。

A
【
教
育
長
】
予
防
的
・
開

発
的
支
援
の
教
育
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
導
入
と
児
童
生
徒
に

学
校
満
足
度
調
査
を
行
う
。

Q
（
仮
称
）
矢
川
プ
ラ
ス
内

に
市
民
が
参
加
・
運
営
す
る

カ
フ
ェ
の
進
捗
は
。

A
カ
フ
ェ
運
営
の
で
き
る
設

計
に
な
っ
て
い
る
。
中
高
生

の
参
加
や
世
代
間
交
流
も
行

い
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

場
づ
く
り
を
し
た
い
。

Q
南
武
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り

方
針
（
素
案
）
の
意
見
交
換

会
で
の
市
民
の
声
を
、
市
は

ど
う
受
け
止
め
た
か
。

A
可
能
な
限
り
市
民
の
方
々

と
協
議
の
場
を
設
け
、
引
き

続
き
検
討
を
進
め
る
。

Q
福
祉
有
償
運
送
を
担
う
事

業
者
が
事
業
を
拡
充
・
持
続

す
る
た
め
の
支
援
は
。

A
補
助
金
の
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
実
績
や
状
況
を
基
に

今
後
検
討
し
て
い
く
。

議
員

国
立
の
魅
力
を
大
い
に
生
か
し
て

ま
ち
の
活
性
化
を
図
ろ
う
！

自
由
民
主
党　
　
髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

の
一
般
質
問
で
、
ま
ち
の
回

遊
性
を
生
み
出
す
た
め
要
望

し
た
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
製
作
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

A
令
和
３
年
度
中
に
旭
通
り
、

大
学
通
り
、
富
士
見
通
り
に

そ
れ
ぞ
れ
２
カ
所
、
背
景
の

色
を
変
え
た
既
存
デ
ザ
イ
ン

の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設
置
予

定
。
令
和
４
年
度
中
に
は
タ

ク
リ
ー
号
を
メ
イ
ン
と
し
谷

保
天
満
宮
の
梅
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
を
設
置
予
定
。
設
置
後
、

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
へ
申
請
す
る
予
定
。

Q
３
月
８
日
の
「
国
際
女
性

デ
ー
」
と
３
月
１
日
～
８
日

の
厚
労
省
が
定
め
る
女
性
の

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
普
及
啓
発
の
「
女

性
の
健
康
週
間
」
に
つ
い
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
男
女
平
等

参
画
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ラ
ソ

ル
と
連
携
し
て
ほ
し
い
。

A
国
際
女
性
デ
ー
と
女
性
の

健
康
週
間
は
、
共
に
女
性
の

権
利
や
健
康
を
守
る
と
い
う

視
点
で
連
動
で
き
る
も
の
と

考
え
る
の
で
、
連
携
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

Q
動
き
出
し
た
「
喫
茶
わ
か

ば
」
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
と
し
て
の
可
能
性
を
問
う
。

A
文
化
、
芸
術
、
農
業
等
、

多
様
な
分
野
と
つ
な
げ
、
可

能
性
の
幅
を
広
げ
た
い
。

他
、
高
齢
者
支
援
を
質
問
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
公
立
小
中
学
校
の
洋
式
ト

イ
レ
化
は
80
％
を
達
成
し
た
。

２
０
２
７
年
度
ま
で
の
市
の

計
画
で
80
％
の
ま
ま
な
の
は

な
ぜ
か
。

A
今
後
は
ト
イ
レ
の
破
損
や

学
校
の
大
規
模
改
修
、
建
て

替
え
に
あ
わ
せ
、
洋
式
ト
イ

レ
化
を
行
う
。
計
画
的
に
一

定
数
を
洋
式
化
す
る
目
標
を

設
定
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ

た
ら
、
市
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
う
の
か
。

A
祖
父
母
や
保
護
者
が
65
歳

以
上
（
特
定
疾
病
に
当
た
れ

ば
40
歳
以
上
）
の
場
合
、
介

護
保
険
を
使
え
る
が
、
家
族

に
は
使
え
な
い
。
一
方
、
障

害
者
総
合
支
援
法
上
の
居
宅

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
保
護
者
が

子
ど
も
の
世
話
を
で
き
な
い

場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
が
子
ど
も

の
分
ま
で
食
事
を
作
っ
た
り
、

掃
除
、
洗
濯
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
教
育
委
員

会
と
子
ど
も
家
庭
部
、
健
康

福
祉
部
が
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
、
支
援
の
具
体
的
な
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
を

し
た
と
き
、
安
全
に
家
族
へ

引
き
渡
す「
い
い
あ
る
き
ネ
ッ

ト
」
の
取
り
組
み
状
況
は
。

A
商
店
の
方
に
も
協
力
を
働

き
か
け
た
い
。

Q
認
知
症
高
齢
者
の
事
故
救

済
制
度
の
進
捗
状
況
は
。

A
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
導
入
し

た
。

浸
水
想
定
区
域
の
住
民
の
不
安

解
消
の
た
め
の
対
応
を
！

公
明
党　
　
青
木 

淳
子  

議
員

Q
想
定
最
大
降
雨
に
よ
る
浸

水
想
定
地
域
、
国
立
駅
北
口

付
近
の
対
応
策
を
問
う
。

A
既
存
建
築
物
へ
の
雨
水
浸

透
ま
す
設
置
を
推
進
す
る
。

防
災
対
策
は
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
作
成
の
推
進
、
土
の
う

の
配
布
、
排
水
ポ
ン
プ
の
活

用
、
避
難
所
の
早
期
開
設
等
。

Q
女
性
用
品
配
布
事
業
の
取

り
組
み
状
況
を
問
う
。

A
４
月
に
生
理
用
品
配
布
を

実
施
。
パ
ラ
ソ
ル
で
生
理
用

品
の
購
入
、
相
談
カ
ー
ド
や

動
画
を
作
成
中
。
生
理
用
品

を
無
料
で
配
布
す
る
機
器
を

開
発
す
る
企
業
と
連
携
や
、

職
員
の
生
理
研
修
を
予
定
。

Q
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
設
置
の
検
討
状
況
を
問
う
。

A
設
置
方
法
を
学
校
側
と
検

討
中
。
年
度
内
に
中
学
校
の

ト
イ
レ
に
設
置
予
定
。

Q
助
産
師
に
よ
る
、
い
の
ち

の
授
業
の
実
施
状
況
と
今
後

の
検
討
状
況
を
問
う
。

A
園
長
会
等
に
文
科
省
の
情

報
を
提
供
。
保
育
園
や
幼
稚

園
職
員
向
け
の
研
修
実
施
を

検
討
。
令
和
３
年
度
は
小
学

校
４
校
で
実
施
。
令
和
４
年

度
は
教
育
課
程
に
位
置
付
け
、

小
学
校
全
８
校
で
実
施
予
定
。

Q
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
と
も

に
導
入
。
令
和
４
年
度
に
実

証
実
験
、
令
和
５
年
度
に
本

格
運
用
の
予
定
。

冬
季
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と

風
水
害
へ
の
備
え
を

公
明
党　
　
小
口 

俊
明  

議
員

Q
冬
季
に
お
け
る
感
染
症
拡

大
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

A
感
染
が
拡
大
し
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
情
報
収
集
、

自
宅
療
養
支
援
室
準
備
な
ど
。

Q
予
防
接
種
済
証
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
伺
う
。

A
接
種
時
に
シ
ー
ル
を
貼
っ

た
紙
が
接
種
済
証
。
紛
失
時

に
は
再
発
行
し
て
い
る
。

Q
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
第
２
弾
に
つ
い
て
。

A
第
１
弾
で
は
利
用
者
が
２

万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
売
り

上
げ
が
３
倍
と
な
っ
た
店
舗

も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

第
２
弾
を
実
施
す
る
。

Q
風
水
害
に
備
え
る
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
状
況
は
。

A
東
京
都
作
成
の
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
学
校
に
配
布
し
、

活
用
し
て
い
る
。

Q
甲
州
街
道
の
２
車
線
化
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
市
の
調
査
で
１
日
の
交
通

量
が
２
万
台
以
下
と
な
れ
ば

東
京
都
に
申
し
入
れ
る
。

Q
多
摩
川
夕
焼
け
通
り
～
青

柳
信
号
の
区
間
、
石
神
道
、

南
市
民
プ
ラ
ザ
前
道
路
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
い
ず
れ
の
道
路
も
安
全
確

保
に
取
り
組
む
。
「
石
神
道

の
一
部
を
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

に
」
と
の
声
を
受
け
、
検
討

し
て
い
る
。
カ
ー
ナ
ビ
で
優

先
検
索
さ
れ
な
い
よ
う
申
し

入
れ
た
。

一般質問  要旨・発言順

当
事
者
だ
け
が
抱
え
込
ま
な
い

支
援
体
制
構
築
を
！

立
憲
民
主
党　
　
稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
就
学
相
談
に
お
け
る
発
達

検
査
を
外
部
委
託
し
た
効
果

と
課
題
は
。

A
外
部
委
託
し
た
子
ど
も
た

ち
や
親
へ
の
負
担
が
増
加
し

た
反
省
点
が
あ
る
。
今
後
は

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で

の
開
催
な
ど
を
含
め
た
本
人

と
保
護
者
負
担
の
軽
減
対
策

を
立
て
て
い
く
。

Q
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
と
呼
ば
れ
る
、
若

年
層
世
代
の
が
ん
対
策
に
つ

い
て
の
現
状
把
握
と
支
援
策
、

相
談
窓
口
は
あ
る
か
。

A
調
査
は
し
て
い
な
い
。
が

ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要

に
な
っ
た
方
へ
の
連
絡
は
個

別
対
応
し
て
い
る
が
、
専
門

の
相
談
窓
口
は
な
い
。
具
体

的
な
取
り
組
み
は
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
く
。

Q
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
対
策

の
一
つ
と
し
て
重
要
な
の
が
、

ウ
イ
ッ
グ
や
補
正
下
着
な
ど

の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
。
取

り
組
み
は
で
き
る
か
。

A
今
後
研
究
し
て
い
く
。

Q
介
護
保
険
適
用
外
の
世
代
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
た
め
の

在
宅
療
養
費
用
制
度
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
し
っ
か
り
研
究
し
て
い
く
。

他
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
勧
奨
再
開
後
の
情
報
提

供
や
相
談
体
制
の
あ
り
方
、

学
童
へ
の
移
動
支
援
の
課
題

と
改
善
に
つ
い
て
、
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
を
質
問
。

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災

ラ
ジ
オ
、
フ
ー
ド
ロ
ス
等
を
質
問

日
本
共
産
党　
　
柏
木　
洋
志  

議
員

Q
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
申
請
件
数
が
伸
び
て
こ
ず
、

年
齢
要
件
を
変
更
し
た
。

Q
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
た
が
、

い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

A
１
度
撤
廃
し
て
い
る
の
で
、

撤
廃
を
続
け
る
。

Q
全
市
事
業
と
す
べ
き
で
は
。

A
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
検
討

す
る
。

Q
可
燃
ご
み
の
組
成
分
析
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
。

A
様
々
な
観
点
で
啓
発
を
し
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
あ
わ
せ

て
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
キ
エ
ー
ロ
の
講
習
会
の
定

員
増
や
頻
度
増
の
検
討
は
。

A
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
引

き
続
き
普
及
に
努
め
て
い
く
。

Q
事
業
者
に
対
し
て
、
エ
コ

シ
ョ
ッ
プ
認
定
制
度
と
い
う

も
の
が
で
き
な
い
か
。

A
食
品
ロ
ス
対
策
は
、
企
業

側
に
も
求
め
ら
れ
る
時
代
が

来
て
い
る
。
期
待
し
た
い
。

Q
公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ

い
て
、
高
齢
者
徒
歩
圏
を
ど

う
検
討
し
て
い
く
か
。

A
全
体
を
見
渡
し
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

Q
個
別
的
に
検
討
す
る
な
ら

ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

A
全
体
を
見
渡
し
て
個
別
施

設
ご
と
に
考
え
て
い
く
。
800

ｍ
を
基
本
と
し
、
個
別
具
体

的
な
検
討
で
行
く
べ
き
も
の

と
考
え
る
。
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　今号が届く頃には、1月31日(月)の議員研修会「ハラスメントなぜ起
きる、どう対処する」を終えている予定です。国立市議会政治倫理条

例を守り、ハラスメントを起こさないことはもちろん、起きてしまっ
た際の対応も重要です。今年も国立市議会は、あらゆるハラスメント
を許さず、議会運営してまいります。

編 集 後 記

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。一般質問  要旨・発言順

石
神
道
を
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
し

安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き

自
由
民
主
党　
　
石
井 

伸
之  

議
員

Q
南
武
線
連
続
立
体
交
差
化

の
工
事
範
囲
と
事
業
日
程
は
。

A
立
体
化
の
範
囲
及
び
日
程

は
未
定
だ
が
都
の
調
査
研
究

が
進
み
市
Ｈ
Ｐ
で
情
報
提
供
。

Q
一
小
通
学
路
の
石
神
道
は

通
学
時
間
100
台
以
上
の
車
が

通
過
し
大
変
危
険
。
早
々
に

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
化
す
べ
き
。

A
【
教
育
長
】
石
神
道
は
狭

く
大
変
危
険
。
早
期
に
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
化
す
べ
く
立
川

警
察
署
へ
行
き
、
訴
え
る
。

Q
駅
前
プ
ラ
ザ
で
期
日
前
投

票
を
行
う
際
に
30
分
待
っ
た
。

円
滑
な
投
票
へ
の
配
慮
は
。

A
待
ち
時
間
減
少
に
向
け
て

記
載
台
を
増
や
す
と
と
も
に
、

案
内
人
を
駅
周
辺
に
配
置
。

Q
旧
国
立
駅
舎
周
辺
の
東
西

広
場
整
備
に
向
け
た
日
程
は
。

A
Ｒ
４
年
に
事
業
者
選
定
、

５
～
６
年
に
設
計
、
７
年
に

工
事
、
８
年
に
本
整
備
予
定
。

Q
国
立
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
向

け
た
動
画
配
信
の
推
進
は
。

A
市
Ｈ
Ｐ
「
ク
ニ
タ
チ
を
フ

カ
ボ
リ
⁉
」
バ
ナ
ー
で
城じ

ょ
う

山や
ま

さ
と
の
い
え
等
の
動
画
紹
介
。

Q
防
災
訓
練
ペ
ッ
ト
参
加
は
。

A
【
市
長
】
Ｈ
24
年
に
都
獣

医
師
会
と
協
定
締
結
し
、
負

傷
し
た
動
物
の
応
急
処
置
等

の
協
力
を
取
り
決
め
た
の
で
、

訓
練
の
参
加
依
頼
を
行
う
。

Q
谷
保
駅
直
近
の
バ
イ
ク
の

一
時
利
用
駐
車
場
の
新
設
は
。

A
要
望
は
認
識
。
既
存
自
転

車
駐
輪
場
の
シ
ス
テ
ム
変
更

に
あ
わ
せ
設
置
を
検
討
す
る
。

隣
町
と
の
連
携
で
よ
り
便
利
に
！

新
し
い
議
会　
　
藤
江 

竜
三  

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

の
利
用
状
況
は
。

A
開
始
時
と
比
べ
る
と
、
約

５
～
７
倍
に
増
え
て
い
る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

の
ポ
ー
ト
を
増
や
せ
な
い
か
。

ま
た
、他
市
と
の
連
携
を
も
っ

と
で
き
な
い
か
。

A
コ
ン
ビ
ニ
用
地
や
、
民
間

用
地
の
利
用
を
増
や
せ
な
い

か
事
業
者
に
要
望
す
る
。
近

隣
市
と
は
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
、
立
川
市
へ

は
駐
輪
ポ
ー
ト
の
設
置
要
望

を
伝
え
て
い
る
。

Q
習
熟
が
早
い
子
ど
も
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
。

A
１
人
１
台
端
末
等
を
活
用

し
、
学
力
や
意
欲
に
応
じ
た

学
習
の
時
間
を
設
定
す
る
な

ど
、
個
々
に
応
じ
た
指
導
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

Q
１
人
１
台
端
末
で
チ
ャ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
な
ど
、
多
く
の

機
能
を
使
え
る
よ
う
に
し
た

方
が
良
い
と
考
え
る
が
、
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

A
総
合
的
な
判
断
を
し
な
が

ら
使
用
の
検
討
を
し
た
い
。

Q
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
イ

メ
ー
ジ
を
刷
新
で
き
な
い
か
。

市
の
考
え
は
。

A
他
の
事
業
や
、
施
策
と
の

優
先
順
位
を
踏
ま
え
、
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
ワ
ク
チ
ン
へ
の
デ
マ
や
誤

情
報
へ
の
対
応
は
。

A
市
と
し
て
も
広
報
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
・
高
齢
者
な
ど

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
支
援
の
実
現
を

日
本
共
産
党　
　
高
原 

幸
雄  

議
員

Q
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

A
第
６
波
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
保
健
所
、
医
師
会
、
訪

問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連

携
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に

努
め
る
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
12
月
５
日
の
市
報

で
広
報
し
た
。
市
内
に
約
１

千
名
い
る
医
療
従
事
者
を
優

先
し
、
集
団
接
種
・
個
別
接

種
を
行
う
予
定
。
ま
た
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
弾
を
実
施
し
、
中
小

零
細
企
業
を
下
支
え
し
て
い

き
た
い
。
保
育
園
・
幼
稚
園

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト

が
都
と
国
か
ら
配
布
さ
れ
て

い
る
。
園
医
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
感
染
防
止
に
努

め
る
。
学
校
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

キ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
感

染
防
止
に
努
め
る
。
日
光
移

動
教
室
は
、
12
月
に
延
期
し

実
施
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
な
ど
に
理
容
・
美

容
出
張
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

補
助
の
実
施
、人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
を
補
助
し
、
健
康

維
持
の
支
援
を
。

A
理
容
・
美
容
出
張
サ
ー
ビ

ス
は
、
多
摩
26
市
中
20
市
で

実
施
。
市
と
し
て
検
討
す
る
。

人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
は
、
多

摩
26
市
中
15
市
で
実
施
。
脳

ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
。

他
、
災
害
対
策
と
し
て
多
摩

川
の
氾
濫
防
止
で
川
の
底
を

さ
ら
う
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を
要
望
。

市
の
す
べ
て
の
計
画
書
は
、
人
権

に
配
慮
し
た
も
の
に
す
る
べ
き

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
関
口 

博  

議
員

Q
国
立
自
殺
対
策
計
画
（
素

案
）
は
、
人
の
痛
み
や
悲
し

み
に
対
し
て
、
想
像
力
に
欠

け
、
人
権
に
全
く
配
慮
さ
れ

て
い
な
い
記
述
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
計
画
書
と
し

て
策
定
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A
【
副
市
長
】
配
慮
が
足
り

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
一

つ
ず
つ
検
証
し
て
、
謙
虚
に

受
け
止
め
て
い
き
た
い
。

Q
子
ど
も
た
ち
に
人
権
教
育

を
し
て
い
る
教
育
委
員
会
が

計
画
作
成
に
関
わ
っ
て
い
る

が
、
な
ぜ
他
者
の
人
権
を
大

切
に
す
る
べ
き
と
作
成
段
階

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
。

A
議
論
を
聞
い
て
、
人
権
へ

の
配
慮
、
特
に
当
事
者
へ
の

配
慮
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
再
認
識
し
た
。

Q
命
や
人
権
に
関
わ
る
計
画

を
統
計
学
と
し
て
捉
え
て
は

い
け
な
い
。
人
権
へ
の
配
慮

が
全
く
欠
け
た
計
画
書
を
、

も
う
一
度
見
直
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

A
【
市
長
】
最
後
の
チ
ェ
ッ

ク
を
庁
内
で
行
い
、
私
自
身

が
責
任
を
持
っ
て
も
う
一
回

判
断
し
、
長
の
権
限
で
計
画

と
し
て
ま
と
め
る
。

他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

作
成
の
宣
伝
は
慎
重
に
行
う

こ
と
。
国
立
駅
周
辺
整
備
は

円
形
公
園
と
一
体
で
行
う
こ

と
を
要
望
。

　国立市議会では、例年１１月頃に行われる農業まつりにあわせ、意見交換会を開催していましたが、今年度は新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、農業まつりが中止となったことを受け、市内の団体等とオンライン及び対面
で意見交換をしました。当日は、貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。いただいたご意見は委員会ごと
に報告書にまとめ、市長へ提出します。詳細は、右ＱＲコードより市議会ホームページをご覧ください。

総務文教委員会

相手先　市立中学校生徒
テーマ　コロナ禍の学校について
日　時　10月18日（月）午後4時30分～6時
場　所　国立市役所　委員会室
※�プライバシーへの配慮等から、会場の写真とし
ています。

※対 面（議員１名がオンラインで参加)

建設環境委員会

相手先　国立市商工会
テーマ　市内商工分野におけるコロナ禍の教訓、
　　　　そして新たな未来に向けて
日　時　10月15日（金）午後3時～5時
場　所　国立市商工会館

対 面

福祉保険委員会

相手先　①社会福祉法人　弥生会
� 　特別養護老人ホームくにたち苑
� ②フレイルサポーター
テーマ　コロナ禍の高齢者福祉について�
日　時　11月9日（火）午後1時30分～4時
場　所　国立市役所　委員会室�

オンライン

対 面

オンライン及び対面での を開催しました意 見 交 換 会

①

②




